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日本語WikipediaオントロジーのLinked Open Dataへの取り組み
An Approach for Linked Open Data of Japanese Wikipedia Ontology
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This paper presents how to use Japanese Wikipedia Ontology with more property semantics compared with
DBpedia, including relationships among other Linked Open Data resources: DBpedia Japanese and LODAC and
so on. We also discuss three new properties: jwo:hyper, jwo:nearly, jwo:verb. Japanese Wikipedia Ontology could
be popular as a hub on Japanese Linked Open Data.

1. はじめに

大規模なオントロジーは情報検索やデータ統合において有用
である．しかしながら，オントロジーの手動構築には，膨大な
時間がかかり，保守や更新が困難という問題がある．そこで，近
年，オントロジーの自動構築に関する研究は盛んに行われてお
り，その情報資源として，Web上の百科事典であるWikipedia

を利用した研究は多い．Wikipedia は語彙網羅性，即時更新
性に優れており，半構造情報資源であることからフリーテキ
ストと比べてオントロジーとのギャップが小さいため，非常
に優れた情報資源であるためである．一方で，Linked Open

Data(LOD)が国内でも普及し始めている．Linked Open Data

チャレンジ Japan∗1のような普及活動の効果もあり，DBpedia

Japanese，LODAC[武田 11]，saveMLAKなど，国内でも様々
な領域で LODとしてデータを公開・共有する取り組みがなさ
れている．
我々はこれまでにも，日本語Wikipediaにおける様々なリ

ソース (カテゴリツリー，一覧記事，リダイレクトリンク，In-

fobox等)から，概念および概念間の関係 (is-a関係，クラス－
インスタンス関係，プロパティ定義域，プロパティ値域，プロ
パティ関係，同義語，インスタンス間関係)を抽出し，高精度
かつ大規模な汎用オントロジー (以下，日本語Wikipediaオン
トロジー)を学習する手法を提案してきた [玉川 10, 玉川 11]．
本稿では，日本語Wikipediaオントロジーの Linked Open

Data化へ向けた取り組みについて述べる．

2. 関連研究

DBpedia[Auer 07]は，Wikipediaの半構造情報を RDFに
変換することによって，大規模なデータベースを構築してい
る．リソースとしては主に，英語Wikipediaの Infoboxや外
部リンク，所属カテゴリといった半構造情報を利用している．
LODのハブとして広く様々な領域の LODとリンクされてい
る．本家DBpediaが英語版Wikipediaを対象にしているのに
対し，日本語版Wikipediaを対象とし，独自でマッピング作
業を行なっている DBpedia Japanese∗2も存在している．

YAGO2[Johannes 10]はYAGOの知識ベースの拡張として，
これまでのWordNetにWikipediaのカテゴリを付加してオン
トロジーの拡張を行うだけでなく，Wikipedia と GeoNames
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から時空間的情報を抽出する事で，さらなるオントロジーの
拡張を目指している．これら時空間的情報は wasBornOnDate

や isLocatedInといった関係を定義し，インスタンスとつない
でおり，非階層関係となっている．非階層関係に着目し，時空
間も含めた高度なオントロジーを構築しているが，これらの関
係は手動で定義されており，プロパティの定義域や値域につい
ても手動で定義されている．

3. 日本語Wikipediaオントロジーの構築

3.1 日本語Wikipediaオントロジー
図 1は日本語Wikipediaオントロジーの概略図である．日本

語Wikipediaオントロジーは以下の関係とタイプから構築さ
れる．()内は，抽出した関係に対応する，OWL∗3，RDFS∗4，
RDF∗5，JWO∗6で定義した語彙を示す．本稿では LOD化に
際し，新たに定義した 3つの語彙と他の LODとの関連付け方
法について述べる．

1. is-a関係 (rdfs:subClassOf)

2. クラス-インスタンス関係 (rdf:type)

3. プロパティ名とトリプル (以下のプロパティタイプを含む)

(a) オブジェクトプロパティ(owl:ObjectProperty)

(b) データタイププロパティ(owl:DatatypeProperty)

(c) 対称関係プロパティ(owl:SymmetricProperty)

(d) 推移関係プロパティ(owl:TransitiveProperty)

(e) 関数関係プロパティ(owl:FunctionalProperty)

(f) 逆関数関係プロパティ(owl:InverseFunctional

Property)

4. プロパティ定義域 (rdfs:domain)

5. プロパティ値域 (rdfs:range)

6. プロパティ上位下位関係 (rdfs:subPropertyOf)

7. 上位下位関係 (jwo:hyper)

8. 関連語・同義語 (jwo:nearly)

9. 動詞とプロパティの関係 (jwo:verb)

∗1 Linked Open Data チャレンジ Japan 2012:
　　　　　　　　　　　　http://lod.sfc.keio.ac.jp/challenge2012/

∗2 DBpedia Japanese: http://ja.dbpedia.org/

∗3 OWL: http://www.w3.org/TR/owl-ref/
∗4 RDFS: http://www.w3.org/TR/rdf-schema/
∗5 RDF: http://www.w3.org/TR/rdf-syntax-grammar/
∗6 JWO: http://www.wikipediaontology.org/vocabulary
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図 1: 日本語Wikipediaオントロジーの概略図

図 2: 福澤諭吉記事のアブストラクト

3.2 語彙の定義と抽出
3.2.1 上位下位関係の定義 (jwo:hyper)

日本語Wikipediaオントロジーでは，クラス及びインスタ
ンスを明確に定義していたため，上位下位関係を is-a 関係と
クラス－インスタンス関係に分類していた．しかしながら，上
位のクラスを持たない記事も多く存在していたため，新たに記
事のアブストラクトから上位下位関係を抽出し，ゆるい上位下
位関係として，jwo:hyper語彙により関係を定義した．実際の
抽出手順は次のとおりである．

1. Wikipedia記事の最初の段落をアブストラクトとして抽出

2. いくつかのパターンから記事名を下位語とする上位下位
関係を抽出

3. jwo:hyperを語彙として関係を定義

図 2 は福澤諭吉の記事のアブストラクトである．多くの
Wikipedia の記事には図のように「記事名 (よみ、生年 - 没
年)」は、上位語 1、上位語 2・・・」という記述が見られる．こ

のようなパターンから記事名を下位語として上位下位の関係を
構築する．
結果として，「福澤諭吉」記事から「著述家」「蘭学者」，「ト

ヨタ自動車」記事から「自動車メーカー」，「吾輩は猫である」
記事から「長編小説」などを上位語として抽出した．
3.2.2 関連語・同義語の定義 (jwo:nearly)

日本語Wikipediaオントロジーの同義語はWikipediaのリ
ダイレクトリンクを用いて構築している．これまで同義語と
して，skos:altLabelを用いて定義していたが，誤りも多く存
在しているため，よりゆるいリソース間をつなぐ語彙として
jwo:nearlyを用いて関係を定義する．また，infoboxから直接
抽出した infoboxプロパティと日本語Wikipediaオントロジー
独自のプロパティの関係も jwo:nearly語彙により定義する．
結果として，「福澤諭吉」と「福沢諭吉」，「スティーヴジョブス」

と「スティーブジョブズ」，「国籍」プロパティと「nationality」
プロパティなどを関連語・同意語の関係として抽出した．
3.2.3 動詞とプロパティの関係定義 (jwo:verb)

日本語Wikipediaオントロジーのプロパティトリプルを用
いて，Wikipedia 記事内の文章から同一の目的語が出現する
文に注目し，その文中の動詞を抽出する．これにより，プロパ
ティと意味的に近い動詞が抽出できる可能性があり，今後プロ
パティの表記揺れ問題の対策に利用できる．本関係は jwo:verb

語彙により表記する．例えば，日本語Wikipediaオントロジー
の「周辺情報」プロパティを含むトリプルの目的語は文中で
「位置する」「隣接する」といった動詞と共に出現することが多
い．こうしたプロパティと動詞を jwo:verbにより対応付ける．
結果として，先の「周辺情報」プロパティと「位置する」「隣

接する」，「発売元」プロパティと「発売する」「販売する」，「掲
載誌」プロパティと「掲載する」などを抽出した．
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表 1: プロパティと標準語彙の関連付けの一例

プロパティ名 関連先
人口 gn:population
所在地 gn:locatedIn

近隣，周辺情報 gn:nearby
商品名 gr:name
発売元 gr:Brand
俳優 schema:actor
設立者 schema:founders

3.3 他のリソースとの関連付け
3.3.1 標準語彙との関連付け
日本語Wikipediaオントロジーのプロパティと

schema.org∗7，GeoNames∗8，GoodRelations∗9の語彙を対応
付ける．各語彙と意味的に近似している日本語Wikipediaオ
ントロジーのプロパティを見つけ，owl:sameAsの関係で結ぶ．
例えば，日本語Wikipediaオントロジーの「国籍」プロパ

ティは schema.orgの schema:nationality語彙と近似である．
このような関係を手作業で対応付ける．表 1 に対応付けの一
例を示す．
3.3.2 他の LODとの関連付け
日本語Wikipediaオントロジーのインスタンスと DBpedia

Japanese∗10，LODAC∗11，青空文庫∗12，saveMLAK∗13のリ
ソースの関連付けを行う．日本語Wikipediaオントロジー内
のインスタンスと各 LODのリソースの文字列照合を行い，完
全照合した場合に owl:sameAsによって対応付けを行う．表 2

に関連付けの一例を示す．

4. 日本語Wikipediaオントロジーの公開

日本語 Wikipedia オントロジーの最新版は 2013 年
2 月時点の Wikipedia ダンプデータ (jawiki-latest-pages-

articles.xml)∗14を利用し，構築したものである．日本語
Wikipediaオントロジーのページ∗15で閲覧，ダウンロードが
可能となっている．図 3 にシステムの概要図，図 4 に最新版
の統計情報を示す．LOD として公開するにあたり，RDF ス
トアとして Virtuoso∗16を利用しており，SPARQL クエリは
Virtuosoを通して結果が返ってくる．各リソースのウェブペー
ジとデータはできるだけ，メモリ及びキャッシュに保存するこ

∗7 schema.org : http://schema.org/

∗8 GeoNames : http://www.geonames.org/
∗9 GoodRelations :
　　　　　 http://www.heppnetz.de/projects/goodrelations/

∗10 DBpedia Japanese : http://ja.dbpedia.org/
∗11 LODAC : http://lod.ac/
∗12 青空文庫 : http://www.aozora.gr.jp/
∗13 saveMLAK : http://savemlak.jp/

図 3: 日本語Wikipediaオントロジー LODのシステム概要図

図 4: 日本語Wikipediaオントロジー統計情報 (20130216版)

とで高速に表示するようにしている．

4.1 URIの定義
日本語WikipediaオントロジーのURIは表 3の通りである．
各リソースは「/」以下に日本語もしくは URI エンコード

された日本語を入力することでアクセス可能である．301リダ
イレクトにより，ブラウザからのアクセスは「page」へ，アプ
リケーションからのアクセスは「data」へアクセスする．現在
選択できるデータの種類は rdf，owl，rdf/jsonの 3種類であ
る．例えば，「http://www.wikipediaontology.org/instance/

福澤諭吉」へブラウザからアクセスした場合は「http://www

∗14 Wikipediaダンプデータ: http://download.wikimedia.org/jawiki/
∗15 日本語Wikipedia オントロジー:
　　　　　　　 http://www.wikipediaontology.org

∗16 Virtuoso: http://virtuoso.openlinksw.com/

表 2: 他の LODリソースとの関連付けの一例

日本語Wikipedia オントロジー URI 関連先 URI
http://www.wikipediaontology.org/instance/福澤諭吉 http://ja.dbpedia.org/resource/福澤諭吉
http://www.wikipediaontology.org/instance/福澤諭吉 http://www.aozora.gr.jp/index pages/person296.html
http://www.wikipediaontology.org/instance/吾輩は猫である http://www.aozora.gr.jp/cards/000148/card789.html
http://www.wikipediaontology.org/instance/ギアナウズラ http://lod.ac/species/ギアナウズラ
http://www.wikipediaontology.org/instance/慶應義塾普通部 http://savemlak.jp/wiki/慶應義塾普通部
http://www.wikipediaontology.org/instance/東京都立大島高等学校 http://savemlak.jp/wiki/東京都立大島高等学校
http://www.wikipediaontology.org/instance/落穂拾い http://lod.ac/id/497029
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表 3: 日本語Wikipediaオントロジー URI

リソース URI
URI http://www.wikipediaontology.org/instance/

インスタンス ページ http://www.wikipediaontology.org/pages/instance/
データ http://www.wikipediaontology.org/data/instance/
URI http://www.wikipediaontology.org/class/

クラス ページ http://www.wikipediaontology.org/pages/class/
データ http://www.wikipediaontology.org/data/class/
URI http://www.wikipediaontology.org/property/

プロパティ ページ http://www.wikipediaontology.org/pages/property/
データ http://www.wikipediaontology.org/data/property/
URI http://www.wikipediaontology.org/infobox/

infobox プロパティ ページ http://www.wikipediaontology.org/pages/infobox/
データ http://www.wikipediaontology.org/data/infobox/

図 5: 検索実行結果の一例

図 6: SPARQLクエリの一例

.wikipediaontology.org/pages/instance/福澤諭吉」へリダ
イレクトされる．福澤諭吉の URI エンコードである
「%E7%A6%8F%E6%BE%A4%E8%AB%AD%E5%90

%89」へアクセスした場合も同様である．

4.2 検索実行画面
図 5 が検索実行結果の一例である．入力語に完全一致する

リソース，部分一致するリソース，入力語を目的語とするリ
ソースを関連候補として，順に表示している．

4.3 SPARQLエンドポイントの公開
SPARQLエンドポイントは

http://www.wikipediaontology.org/query/である．図 6上部
のような SPARQL クエリを投げる場合，図 6 下部のような
URLにアクセスすることで，xml形式でデータを得ることが
できる．

5. おわりに

本稿では，日本語Wikipediaオントロジーの Linked Open

Dataへの取り組みについて述べた．日本語 LODの更なる普

及のためには，ハブとなる LODのリソースの充実は必要不可
欠である．DBpedia Japaneseのサービスが開始されているが，
我々の日本語Wikipedia オントロジーも DBpedia Japanese

と共に補完し合う形で共存できると考えている．
今後も，LODを中心とした日本語Wikipediaオントロジー

の利用法を検討していく一方，より実用性を考慮し，オントロ
ジーとしての質の向上と規模の拡大を行っていく予定である．
なお，日本語Wikipediaオントロジーは日本語Wikipediaオ
ントロジー研究ページ∗17で公開中であり，検索等が可能であ
る．また，研究ページでは LOD を利用したデモアプリケー
ション等も公開中であり，興味のある方は参照されたい．
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